
特集 エンドユーザーコンピューティング環境を支えるクライアントサーバシステム
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企業情報システムにおけるエンドユーザーコンピューティングの進展 基幹業務を中心に情報システム化が進ん

できたが,高性能サーバ,WS,PCやクライアントサーバシステムの出現により,業務の寺旦当者(利用者)自身が処理するエ

ンドユーザーコンピューティングが進展してきている｡

情報処理システムを活用する企業の環境と,情報

処稚システムの関連技術は著しい変化を遂げてい

る｡この間,情報システム開発に関する年産性向上

が話題として絶えず取i′)上げられてきた｡

エンドユーザーコンピューティングを促進するこ

とはこの年ミ産性向_Lに寄与し,ソフトウェア危機を

克服する有効な手段として注目されてきたが,定形

化された業務処理を行うコンピュータ環境ではその

普及が難しく,効果的な進展を見ないままでいた｡

しかし,最近背場してきたクライアントサーバシ

ステムを利鞘することにより,エンドユーザーコン

ピューティングを大きく促進させる可能性が生じて

きた｡

日立製作所は,このエンドユーザーコンピューティ

ングと定形化された基幹業務処理との協調連携を,

今後の企業成長を支える情報システムとしてとらえ,

トータルシステムコンセプト"FOREFRONT''のも

とで,製品の提供,サービスの提供,エンドユーザ

ーの視点に立ったシステムの提案･構築を行うこと

を推進している｡これによr),エンドユーザーにと

って,システムを構成するコンポーネントやネット

ワークを意識することのない自由な利用環境を実現

していく｡
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n はじめに

近年,企業環境は大きく変化してきており,企業はそ

の存続をかけ激しい競争を繰り広げている｡その中で情

報処理システムは,システム規模の適_ll三化を=的とした

｢ライトサイジング+,異機種間の接続などを目的とした

｢オープンシステム化+や利肝者白身がシステムを構築逮

捕する｢エンドユーザーコンピューティング+という新

しい流れが広がってきてし-る｡このような情勢の巾で企

業がヲ芭屈していくためには,企業の第一線であるマーケ

テイング,営業,開発などの業務に携わる人々が必要な

とき欲しい情報をみずから得て,経常に結びつく創造的

な仕事をすることが必要となってきている｡この企業の

第一線のスペシャリストを支援するために,｢情報ロジス

ティックス+を実現する企業情報システムの提供が望ま

れている｡日立製作所は,このような新しい情報処理環

境を具体化するために,トータルシステムコンセプト

"FOREFRONT”(最先端を意味し,今後の新しい情削処

理環境に先端川勺に対応していくことを提唱)のもと,サー

ビス店品の提供(FOREFRONT/SS:SolutiollSer-

vice),ハードウェア･ソフトウェア尚.甘.の提供,エンド

ユーザーの視一たに立ったシステムの松葉･構築(Client,s

SystemEye)を提供してし-る｡

ここでは,エンドユーザーコンピューティングに関連

し,企業情報システムの中の対象とすべき範囲,利用す

べきシステム形態,開発方ゴム および関連する技術のう

ち特に奉安なデータベースについて述べる｡

田 エンドユーザーコンピューティングの適用

範囲

介業の活動は,一般にPlan,Do,See(Check,Acti(_)11)

のサイクルで表すことができる｡

企業はそれぞれの業務の生荏性向_J∴と,各業頻間で流

れる情報や企業外部からの情事【ほ経′捌こ効果的に活用す

ることによって成長していく｡この企業成長のサイクル

を企業ビジネスサイクルと呼ぶ｡

従来,情報システム化は,基幹業務(D())を小心に進め

られてきた｡今後は基幹業務と連携し,業務結果を分析

するための分析業務(See)や,その結果を次のビジネス

に反映するための企画業務(Plan)の情細システム化が

その小心となってきている｡

分析業務および介両業務を情報システム化するには,

実際の業務に携わっている利桶部門の知識が必須(す)で

､＼＼
ズ
＼基幹業務
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主としてエンドユーザ【

コンピューティングが利用される範囲

図l ビジネスサイクルとエンドユーザーコンピューティン

グの範囲 企業活動は,企画業務(Plan),基幹業務(Do),および

分析業務(See)の三つの業務から成り,エンドユーザーコンピュー

ティングは主としてPlanとSeeの部分に当たる｡

あり,業務の担当者臼身が情報を直接処理することが必

要である｡介業情報システムをビジネスサイクルからと

らえると,エンドユーザーコンピューティングをて夫現す

る必妥があるのは,主としてPlaIlとSeeの部分である

(図】)｡

8 エンドユーザーコンピューティングの実現

3.1システム形態-クライアントサーバシステム

基幹業務を小心に拡大してきた情報システムは,シス

テム構築,開発,選鞘,資源を集中管理することによっ

て構成されてきた｡その反向,多様な処埠を一元的に構

築してきたため,利川者にとっては必ずしも十分な情報

システムとは言えなかった｡

今後の情報システムは,従来の情報システムの資源を

清川しながら,急速に成長する業務処理(企痢業務,分析

業稚)と基幹業務を融合させることが必要である｡ワーク

ステーション,パーソナルコンピュータ(以下,パソコン

と略す｡),ネットワークの機能性能向__1二とともに,新し

い情報処押のスタイルとして,クライアントサーバシス

テムが注｢1を浴びている｡

(1)クライアントサーバシステムの概念

クライアントサーバシステムは,要)K元となる｢クラ

イアント+と‾要求先である｢サーバ+および要求元と安

求先のやり収りを成_了†二させるための｢インタフェースプ

ロトコル+から成るシステム形態である〔図2(a)〕｡一瑚受

的にクライアントには,ワークステーションやパソコン
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(c)ユーザーと業務のかかわりで見たクライアントサーバシステム

図2 クライアントサーバシステムの概念 クライアントサ

ーバシステムは,単に装置の組み合わせでとらえるのではなく,エ

ンドユーザーと業務とのかかわりからとらえることも必要である.｡

が佐川され,サーバはデータを格納するデータベースサ

ーバや演算を子+二うi寅算サーバが使閉され,ⅠノANを介して

構成されている〔い‖珂(l〕)〕｡エンドユーザーと業務処理と

のかかわりから見るとl司川(c)のようになる｡

(2)集中処珊とクライアントサーバシステム

しかし,クライアントサーバシステムがすべてにわた

って‾ノノ能とは∴えない｡一元的管,曜が必安な業務,例え

ば,銀行の勘定系のシステムなどは分散開発されて,立

札 個人によって利息計算が微妙に異なってはたいへん

である｡したがって,集lい処こ叩システムのほうが効率的

である｡-･方,独_‾む真のiミ1し､指数業雅を集小的な情幸】i処

叩システムとしてて尖りユするのは無理がある｡終業務を独

山二政吉年できなくなるからである｡この場介には,分散

問ヲ己が必要であり,クライアントサーバシステムが適し

ている｡

集小姓研1システムとクライアントサーバシステムは,

処理形態,対象業務,開発体制までを含めて考えると表1

のようになる｡さらに,業綺処理プログラムの実行向か

ら見るとどの部分をクライアント側で実行し,どの部分

表l 集中処千里システムとクライアントサーバシステム

クライアントサーバシステムは単に処理形態だけでなく,対象業

務,開発体制まで含めてとらえることが必要である｡

集中処理システム クライアントサーバシステム

●一指集中処王里
処三哩形態

●分散処理(WS,PC)

●データベースの一元化 ●ルーズな統合

●一元的な管王里が必要な業務 対象業務
●部門,個人の独自性と連携

が必要な業務

●情報管理部門などを中心と
開発体制

●各業務部門,個人による分

した一元的開発 散開発
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図3 業務処理プログラムの分担 クライアント側とサーバ

側でどのように分担させるのが最善かは,対象業務によって異

なる｡.

をサーバで実々fするかが重要である｡処坤の分担の例を

図3にホす｡どのように分糾させるのが最辛かは,対象

装荷によって異なる｡

3.2 開発方法

従米,システム開発は,情報管理部門を中心に集q】ガ

ニ式で開発してきた｡対象業務の多様化,分散化により,

その間先方法を検討することが必要である｡

(1)開発のスタイル

情報システムの開発を,開発方式と対象業務処理形態

から光ると図4に示すようになる｡業務の担当者自身が

政接データ処理を行うエンドユーザーコンピューティン

グでは,利川名は部門ごとに分散されており,かつ業務

も多様化している｡そのため,エンドユーザーコンピュ

ーティングではクライアントサーバシステムでの開発が

過している｡

(2)俳】発ツール

システム開発と言うと,COBOLとかC言語を使用し,

RDB(RelatioITalDatabase)やシーケンシャルファイル

(SAM:シーケンシャルアクセス法)を使用して開発す

ることを想定してしまう｡エンドユーザーコンピューテ

ィングでは,業務の担当者が業務開発を直接担.当するた
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図4 情報システムの開発方法 情報システムの開発を開発

方式(集中化,分散化)と,対象業務処理の形態から見ると,大きく

四つに分割できる｡それぞれに,対応した開発法がある｡

め,OAツール(表計算ソフトなど),第4仲代言語,パッ

ケージ(意一郎大志支援システムなど)を選択し,さらにデ

ータベースと組み介わせてシステムを構築することが重

要である｡

3.3 データベース

エンドユーザーコンピューティングの利川すべき技術

の小で大切なのがデータベースである｡Ⅰ)1an,Do,See

の企業のビジネスサイクルをデータから見た特性は次の

ようになる｡

(1)基幹業務(Do)では,業務の実施結果である事実デー

タ(例えば′受注業務の場合,受注データなど)が現況デー

夕べースとして桁納される｡ここでは,左形的なデータ

処刑の処稚効率が重安である｡これには構造巧りのデータ

ベースが過している｡

(2)分析業務(See)では,基幹業務で苔柿された小一人デ

ータを耽り糾し,分析に必晋な解釈を施し,解釈した純

米(データとそれを解釈するためのアルゴリズム)を,りJ

況データベースとして桁糾してし､る｡分析業絹では,デ

ータ分析のために多様な検索処推を容凱二操作できるこ

とが前晋である｡このためRDBが過している｡

(3)肘叶業務(1)1an)では,企業内に散在する文=.1｢テー一夕

(例えば,分析業務で作成された市場軌向や一受注推移など

のグラフ情純など)や,介業外からの多様なデータ(例え

ば,新聞等の業界勅向などの文吉)を収り込み,その構造

を変化させずに,そのままの形でデータベース化(あえて

言えば紙データベース)している｡ここでは,格納された

データ(構造的で膨人な非左形データ)を,簡単に取り‖

すことが必繋となる｡現在,このデータベースはまだ標

準化された手法がない｡おのおのの【+的にJ応じてデータ

ベースが括f‾tほれているが,紙でファイリングし,キャ

ビネットなどに格納しているケースが多い(図5)｡

このように,恭幹業軌 分析業務,企画業荷の終業椅

で紫求されるデータベースは,利用rlr†ミJに合わせたデー

タベースが必要である｡さらに,終業務をつなぐための

データベース〔甘美データベース(時系列データ),解釈

データベース,知識データベース〕が必要となる｡

企業ビジネスサイクルを拡充するには,このデータベ

ースの確立が垂繋となる｡

甲
企画情報

システム

知識テ一夕ベース

事実データベース

●定形的データ処理

の処理効率

基幹情報
システム

′

構造型
データベース

仮想用紙データベース

●構造非定形データの操作性

ぐコ外界

解釈データベース

分析情報
システム

解釈データベース

●多様な検索処理の
操作性

事実データベース

時系列データ 巨

図5 企業情報データベース

企業ビジネスサイクルを,データベ

ースの観点からとらえると,基幹業務,

分析業務,企画業務に対応したデータ

ベースと,それぞれの業務をつなぐデ

ータベースから構成される｡
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n エンドユーザーコンピューティングの現状

4.1エンドユーザーコンピューティングを支えるクラ

イアントサーバシステムの具体的構成

クライアントサーバシステムの上と体的肺収を､代衣｢11J

な三つのパターン〔UNIX＋UNrXシステム(人舶絞･いり

‡りごfシステム),UNIX十DOSシステム(OAを小心ヒし

たL-い規枚システム),およびDOS十D(〕Sシステム(小′ト枇

枚システム)〕で射り卜する｡

(1)UNIX＋UNIXシステムや=帖収

サーバおよびクライアントともしJNIXマシンで構成さ

jLるパターンであり,ノエ′凹､了火七‾支援,シミュレーション,

文二il川f軸管叩システムやCAI)システムなどに利別され

ている｡この構成では,クライアントとなるワークステ

ーションにこけ故のあるアプリケーションソフトウェア

[EXCI(ED,Ⅰミil〕1i()theca/rI､S(ビブリオテカ:l=十.,‡-Ji辿令

文検索システム),HICADハ～r(HitachiC(_)111PuteI-Aided

DesiglTハへrorkstati()11)など]が搭載されている〔図6(;=l)〕｡

(2)UNIX＋DOSシステム構成

サーバはUNIX,クライアントはパソコンで枯収される

パターンであり,洋装支援システムや即納群†支描システ

ム,肘柁会計システムなどで帖広く利川されている｡サー

バ_卜のRI)B(()RACIノE■:､〕),UNIFY■:■二ち-2‥()nなど)を､†ミヒ

してクライアントトのOAソフト(Ⅰ工xceド=,L(-)ttlS■≡●うーな

どノミ計詳ソフト)から利川するケースが多い｡利=名▲は､

似いなれた背部な流旭ソフトウェアを子‾止･のパソコン_卜

で性別することにより,分析菜摘が･一代旨となる〔図6(1〕)〕｡

(:う)1)C-LAN桃戊

クライアントおよびサーバともパソコンで柿収される

パターンであり,文一.一指二伸システムや川.退勤符叩システ

ムなどのグループOAとして恥山二く別‖さガLている｡ク

ライアントとサーバは,ネ･ソトワークオヘレーティング

システム(Netl～ral-e州など)で桜紙されており,利川‾ポ‾

はサーバを志‾識しないでクライアント トのOAソフト

(-･人郎■…′■丁-など)を操作することによって,サーバトの人

※1) tJNIXオ/＼レーティ ングシステムは,tJNIXシステム

ワ】

リJ

4

5■

6

r
ノ
･

※

※

※

※

※

※

ラボラトリーズ朴が糊プ芭L,ライセンスしている｡,

ORACLEは､利1三けラクル朴のて栄村瀬樵である｡

UNIF17は,木Ll三Ⅰユニファイ朴のく吏鎚何倍であるu
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NetWareは,米国ノベル社の登毒責商標である
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図6 クライアントサーバシステム構成 クライアントサ

ーバシステムの構成には,サーバにUNIXマシン,DOSマシンを,ク
ライアントにUNIXマシン,DOSマシンを組み合わせ,しa),(b),(C)の

バターンがあるこ

`プさ:Iとニファイルや‾■亡7;速プリンタを共有できる｡利ff=1-は,

あたかい′1分ヤ川のパソコンを位什JしているのとIiりじ枝

作で､邦l-｢1Hり,グループ間で共通に作成された丈二Ⅰ_I㌢など

を‾jtニイ捕二flllできる〔図6(C)〕｡

4.2 クライアントサーバシステムでの具体的開発方法

(1)RDBと,節4‾川イヒ∴.ミー7卜表計算ソフトなどを組みでナ

わせて閃光〔図6(こl),(1))〕

分析菜摘では,利11=1◆は必二当別苗糀を該享1掴げ■】のデータ

ベースから月丈り山し,I｢1うナの必慧とする帳票形式に合わ

せてデータをはり付け,帳票作成やグラフ化している｡

作成する帳ゴミは,仙人仙人によって形J(は巽なっており,

そのため節4壮代言-‡.恕や表計算ソフトのマクロ機能を使

川し,データベースから収り｢f+∫したデータをいったん小
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図7 RDBと第4世代言語･表計算ソフトでの構築例 第4世代言語を用い,データベースの定義から画面や処理実行を記述し,表計算

ソフトでほマクロ機能を使い,データベースのアクセスやグラフ表示を記述する｡いずれも中間ファイルを使用している｡

刷禎城に桁糾した後,必柴とする様式に†ナわせてれ1二郎

集している｡業朽lノ+芥などが左まっている場†ナは,その

手順を汁L川化することが吋能となる｡また,RI)Hまで介

めて提供されるパッケージをil†Hiすることによってエン

ドユーザーでの利I‡】カi加速化されてきている(図7)｡

(2)ネットワークOSとツールをH‾いたl洞発〔図6(C)〕

ネットワークOSの上に閑雅ツ叩ル(dbMA(iIC州な

ど)を搭械し,そのコマンドによってアプリケーションを

問ブ巨する方法である｡用ヲ芭ツールは,クライアント汽数

が哨加しても宇戸妨に拡張できる機能があり,システム伽

模のl′川tな選択と開ヲ芭糊口りの如紡がl刈tる｡また,文.【i二

の‾J亡イf化を[川くJとした場合では,OAツール(--･人郎な

※8.)dl〕几1A(;ICは,｢7コム祉の商標である､)
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ど)にパック機能(一太郎LAN-Ⅰ)ACK※7)など)を付加す

ることによって‾吋能となる｡

しI立製作所は,(1),(2)を浦糊し,エンドユーザーがシス

テムを容易に導入できるように,システムの計幽から,

運朋までをパッケージとして提供している｡また,意思

決定支援ツールEXCEED3は,市販の流通ソフトである

RDB(ORACLEなど)とのインタフェースや,表計算ソ

フト(Lotusなど)のデータ収り込み機能を提供している｡

白 将来展望

エンドユーザーコンピューティングの現状での具体的

な構成例と開発方法を紹介した｡この苛では,データベ

ースと開ヲ芭方法の今後の展望について述べる｡

(1)データベース

企業ビジネスサイクルを実現するための小心となる機

能であり,基幹業務,分析業務,企画業務それぞれの持

つ業務の特質に対応したデータベースが必要となる｡基

幹業務および分析業務で使川されるデータベースは,各

ベンダからすでに提供され,第4世代言語やOAツール

との接続が可能となっている｡企画業務の持つ特質に応

じたデータベースは,大半が個々に設計されており,標

準化されていない｡すなわち個々の限定された業務向け

に,その業務の杵性を/巨かしたシステムがJれ現している

(Bibliotheca/TSなどが代表例)｡企画業務のデータベー

スに関しては,オブジェクトオリエンテッドデータベー

スなどの新しい技術が出てきており,今後システム化す

る_卜で標準化が大いに期待される分野である｡

(2)開発‾〟法

業務処理の開発に関しては,第4世代言語,表計算ソ

フトなど使いなれた著名な流通ソフトウェアを使朋する

ことによって開発は可能である｡しかし,クライアント

サーバシステムをより高度にi一打ノーJするためには,システ

ム分析から,計両,設計,テストまでを含めた効率的な

計画支援手順の確_､1二が必要となる｡特に,業務の分散化

とクライアントサーバシステム構成の決定のフェーズを
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構築･計画

法方発開

高速開発
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外
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注:略語説明

PLan-Dし)一See(企業成長のヒジネスサイクルを形成する企業情報データ

ベース)

図8 エンドユーザーコンピューティングの進展による情報

ロジスティックスの構築 データベースシステムの確立と情

報システムの短期間の開発が今後のエンドユーザーコンピューテ

ィングの進展に重要な役割を担う｡

体系化した手法が必要である｡さらに,業務担当者自身

がシステムを開発し,本格運用を早期に立ち上げるには,

事前の評価と試行が大切である｡このために,使いなれ

た流通ソフトウェアを組み込んだプロトタイピング手法

が必要である(図8)｡

凶 おわりに

エンドユーザーコンピューティングを,企業情報シス

テムのあるべき視点からとらえ,それを支えるクライア

ントサーバシステムの形態と開発方法,現状の構成例と

その将来展望について述べた｡ここで述べたことを,こ

の特集の各論文で具体的に宥｢て介する｡エンドユーザーコ

ンピューティングの持つ幅･質が高まるとともに,企業

情報システムの持つ轟蛮性がよりいっそう明確になると

思われる｡これらが,今後の企業戌長のビジネスサイク

ル柿築を通し,社会に貢献することを信じてやまない｡
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